
根室管内地域いじめ問題等対策連絡協議会 

―――― 令和６年度の重点テーマ ―――― 

「いじめ・不登校等の未然防止につながる 

魅力ある学校づくりに向けた発達支持的生徒指導の充実」 

 

 

 

 

 

   

令和７年２月25日（火）、根室振興局大会議室において、「令和６年度第２回根室管内地域いじめ問題等対策連絡協議会」

を開催しました。幼稚園、小・中学校、高等学校及び特別支援学校校長会、関係機関及び団体等の職員など17名が参加し、

テーマ及び令和６年度の目標を踏まえた、各機関における取組の成果と課題及び次年度の協議会の取組の方向性について協

議を行いました。 

 

 

 協議会の冒頭では、今年度、根室管内で実施した 

「子どもが自己存在感を高めることができる取組」 

として【児童生徒仲良しコミュニケーション活動奨励事業】、【ど

さんこ子ども地区会議】、【教育相談員セミナー】及び【令和６年

度「根室でいつもで学ばさるオンライン講座（N.I.M.O）」】につ

いて事務局から報告し、内容と成果を共有しました。報告の内容

については右記の２次元コードから御覧いただけます。 

 

 

 

区 分 具体的な取組（・） 成果（○）と課題（●） 

教育委員会 ･学校といじめ防止基本方針の共有 

･標津町すごしやすい学校づくりリーダー会議 

○教育委員会と学校がいじめ防止基本方針を共有したことによ

り、教職員のいじめ防止に向けた意識啓発と、いじめの積極的

認知からの早期対応につなげることができた。 

○学校とSC、SSW、教育支援センター等との連携による第３の居

場所づくりに係る取組や研修等を実施したことにより、教職員

が専門的な知見を得ることができた。 

○学校と医療や福祉などの関係機関との連携により、学びの場の

保障を充実させることができた。 

●いじめ・不登校に対する組織的対応と外部連携が必要である。 

幼稚園・学校 ･いじめ・不登校に係る研修会 

･児童生徒に寄り添い、褒める支援の徹底 

･幼児に対する個性や特性の指導及び優劣に繋

がらない関係作り 

･家庭、地域及び関係機関との情報共有 

法 務 局  人権教室、SOSミニレター ○いじめの起こらない空間を自らつくる児童生徒の心を育むため

に学校と家庭でできることについて考えることにより、いじめ

の未然防止に取り組むPTAの意識を醸成することができた。 

○保健所職員が、学級担任との同伴訪問及び来所相談を実施した

ことにより、不登校の児童生徒及び保護者への効果的な教育相

談をすることができた。 

○教育関係団体職員が各機関の相談窓口を把握していたことによ

り、保護者からの相談を行政につなぐことができた。 

●児童生徒が抱える個別の課題に対応した指導・支援ができるよ

う教育相談の体制を充実させる必要がある。 

ＰＴＡ連合会 ･BE A HEROプロジェクトの活用 

社会教育  園、学校だよりを地域へ配布 

家庭教育  「アサーション」の授業の実施 

 学校、保護者、地域住民が対話する場の設定 

振 興 局 ･「少年の主張」根室地区大会 

･こどもの意見反映推進事業 

･不登校に係る保護者及び学級担任の相談対応 

児童相談所  いじめ相談及び判定検査、他機関との接続 

警 察  非行防止教室や防犯教室、少年相談ダイヤル 

 

 

 事務局から右記の通り取組の方向性（案）を提案したとこ

ろ、構成員から「説明の中で触れられた根室管内の児童生徒

の実態に応じており、概ねよい」、「効果的な連携のためにも、

各機関の取組の棲み分けを行い、子ども達が主体的に考え、

成長していく姿を目指したい」、「SC、SSW、スクールロイヤー

等から専門的な知見を得る機会を設けたい」「多様な背景のあ

る児童生徒を正確にアセスメントすることは簡単ではないた

め、必要に応じて各機関が連携する取組を推進する必要があ

る」等の意見をいただきました。次年度の重点テーマ及び取

組は、構成員の意見を踏まえ改めて提案する予定です。 

【協議】各機関の取組と成果の共有

○不登校児童生徒が何に困っているのか、どのような関わり
を必要としているのかを正確にアセスメントし、適切な支
援につなげる取組の推進 

○いじめの積極的認知や組織的対応の徹底、いじめ重大事態
への適切な対応及び未然防止、早期対応に係る取組の推進 

○学校がいじめ・不登校等の生徒指導上の諸課題に適切に対
応するための情報発信並びに研修機会の提供 

【説明・報告】

二次元 

コード 


